
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 初日の出に光る比叡山と比良山系。頂きの冠雪

に雄大さだけではない美しさを感じさせられま

した。対岸から見る景色には、琵琶湖の湖面、表

現しようのない光景が広がっていました。 

令和３年の朝の様子を見ながら、昨年から世界

的混乱を招いたコロナ感染症の一刻も早い収束

を願うばかりでありました。 

 ３月。いよいよ花粉症の季節。春を迎えます。

人が感じるセンサーは多様で花粉の出現が全く

影響しない人と花粉飛散のニュース前から「花粉

が飛んでいる」と嘆いている人もいます。日々生

活をする中で、自分の感じている疑問や改善への

着眼点は当然違って当たり前です。ただ、花粉へ

の感受と同様、努力しても感じ取ったり、察知し

たりすることができないこともあるのだと思い

ます。「なぜ気付かないのか」と時に苛立ちを感じ

る場面を思い浮かべたとき、相手の状況を考える

必要があるのだと、気付かされます。 

 気付きを補完するひとつが「マニュアル」です。

失敗や事故を再び起こさないようにする為に取

り組むべき視点が書かれるようなマニュアルや、

同質の味と安全を確保する為、調理する温度設定

から時間、盛り付け方法まで細かに指定されてい

るファストフード店のマニュアルまで、ある意味、

気づきの財産なのだと思います。 

 教育センターで実施している研修は「マニュア

ル」の伝達なのか、それとも、気付きにかかる資

質能力の向上なのか、と問うてみた時、即時性が

あり若手教員への指針としての「マニュアル」は

理解する上では明確で、明日から活用できる指導

として当然必要であり有効です。しかしながら、

この連続は、新たな課題や事態に直面した時に、

自身の工夫ではなく「マニュアル」を求めること

につながるかもしれません。 

天ぷら名店の店主が「野菜によって、含有の水

分量等の状態は違うので当然揚げる時間は微妙

に変化しますが、取りあげる瞬間に変化する揚げ

る音には変わりがなく、それを聞き取れる事が重

要です。」と説明されます。

天ぷらを揚げている時の音

が変わる、ということがポ

イントであることはわかり

ますが、肝心の「変化する前

後の音の違い」をどうすれ

ば理解できるかはわかりま

せん。店主の味に近づく為

にその瞬間の音を聞ける現

場へ行きたくなります。 

どこまで「よさ」を追究し

ようとするか、意欲のある料理店主なら、先輩の

下へ足を運び学びながら、味のよさはもちろんの

事、お客さんに喜んでいただける店の雰囲気まで、

日々より深い気付きを求め、チャレンジし独自性

も生み出そうとされると思います。 

 今年度、初任者～３年次までの授業づくり研修

は、実際の授業を題材として学びを進めたいと考

えました。授業研究で密を避ける為、分散開催し

１つの会場最大７名で授業研究を実施しました。 

研究会では、授業者や指導助言者からの学び、

参加者が感じ取った疑問点や深めたい点などを、

十分に時間をとって進める事ができたことの効

果もあり、次の機会には自分自身が授業者として

チャレンジしたいという思いを引き出すことが

できました。 

教育実践の改善ポイントは、店主がおっしゃる

わずかな音の変化を聞き取る技を日々自身が探

り続けようとする姿勢ではないでしょうか。その

きっかけとして、様々な教育実践が子どもの成長

をどのように豊かにしてきたかを十分に「伝え」、

その鮮やかな実践の魅力に憧れ、「近づこう」とし

てみたくなるようなそんな研修の在り方につい

て来年度も検討していきたいと思います。 

 本年一年ありがとうございました。
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〇代表授業 

１月と２月の研修は、感染症対策を徹底した上で、集合

研修として実施しました。２月初旬に実施した初任者に

よる代表授業では多くの立候補がありました。感染症対

策として、参観者を少なくするために、会場校を６校と

し、６人の初任者の先生に授業を提供していただきまし

た。実際の授業を見ることで、協議が深まり、また同期

の授業を見ることで良い刺激となり、学びの多い研修と

なりました。 

 

初任者の感想 

＜参観者より＞ 

・同じ初任者の授業を見て、とても刺激になり、こ  

れからも前向きにチャレンジし続けていきたい   

と改めて思いました。 

・初任者の授業を見て、協議することで自分の授  

業に足りない部分が見えました。また、困ってい 

ることが相談でき、解決策をもつことができた   

だけでなく、気持ちが軽くなりました。 

・実際に学校に訪問して、子どもの様子を見なが  

ら授業について協議することができ、とても勉 

強になりました。 

・同期や指導助言の先生からの学びがたくさん  

あり、２年次では自分が代表授業に立候補し、  

授業を見てもらう場を増やしたいと思いました。 

 

 

 

 

 〇研究発表会 

２月に開催した各ステージ最後の研修では、研

究発表会を開催しました。各自が１年間取り組ん

できたことを発表し、意見交流をしました。同期

の実践を知ることが、これからの意欲につながっ

ただけでなく、悩みを共有したり、一緒に考えた

りする機会になり、集合研修として実施した意義

が大きい研修となりました。 

 

＜２年次教員、３年次教員の声＞ 

  ・コロナ禍の中でとても戸惑った１年だったが、    

子どもたちの笑顔や学校の先生方に助けら   

れ、また同期の実践を聞くことで多くの学びがあり、来年に向けてがんばろうと思えました。 

・３年間、一緒に学んできた同期と実践を報告しあえて、とても良い刺激になりました。 

   同じ大津市で切磋琢磨してきたことは、これからもずっと大事にしていきたい自分の自信と 

なっています。 

初任者の声 

 

＜授業者より＞ 

・たくさんの温かい助言や声かけに今後のさらなるレベルアップへの意欲になりました。 

成果と課題をふり返り、２年目に向けて精進します。 

・代表授業をさせていただき、とても多くの学びがありました。また、学年の先生や同じ学校の 

先生からたくさんの助言や励ましをいただき、自分のクラスを見直すきっかけにもなりました。 
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今年度は、小学校３年生・４年生社会科副読本「わたしたちの

大津」第１８版に対応した評価テストを作成しています。     

評価テストは、３月末に完成して大津市教育センターWeb  

ページに掲載し、来年度より各小学校で活用できるようにする

予定です。 この評価テストは、単元ごとに 「知識・技能」「思考

力・判断力・表現力」の評価ができるように作成してあります。   

児童の学力向上を図るためにも、ぜひご活用ください。 

 

「わたしたちの大津」 

編集委員会 

年次 学　校 名　前 授業学年 教科 教材名・単元名

伊香立小学校 教諭　中筋　俊啓 ４年 国語科 初雪のふる日

仰木の里東小学校 教諭　竹辺　このみ ３年 体育科 跳び箱運動

唐崎小学校 教諭　杉本　美沙希 ３年 国語科 もちもちの木

比叡平小学校 教諭　中矢　幹己 ２年 算数科 １を分けて

石山小学校 教諭　林　遼平 ４年 国語科 つながりに気をつけよう

南郷小学校 教諭　梅本　龍樹 ２年 算数科 １を分けて

日吉中学校 教諭　吉永　海渡 ２年 数学科 資料の分析と活用

唐崎中学校 教諭　上石田　菜穂 ２年 国語科 方言と共通語

打出中学校 教諭　伊藤　尚也 １年 国語科 少年の日の思い出

打出中学校 教諭　西谷　優一 ２年 英語科 Unit 7 The Movie Dolphin Tale

仰木の里小学校 教諭　岩岡　奈菜子 ６年 円の面積

長等小学校 教諭　世古　光 ５年 速さ

中央小学校 教諭　河原　由希子 ５年 割合

晴嵐小学校 教諭　村上　大道 ３年 分数

田上小学校 教諭　米田　有希 ３年 重さ

瀬田北小学校 教諭　古田　廉 １年 ひきざん（２）

日吉中学校 教諭　辻　晋太郎 ２年 技術・家庭科 D　最新の技術

打出中学校 教諭　上垣　貴史 ２年 美術科 ピクトグラム制作

石山中学校 教諭　弟子丸　登陽將 ２年 国語科 君は「最後の晩餐」を知っているか

和邇小学校 教諭　佐野　愛 １年 かん字のはなし

志賀小学校 教諭　土肥　秀輔 ４年 ごんぎつね

平野小学校 教諭　竹内　優有 ６年 みんなで楽しく過ごすために

晴嵐小学校 教諭　津田　夏希 ３年 すがたをかえる大豆

晴嵐小学校 教諭　松島　和輝 ４年 ごんぎつね

田上小学校 教諭　齋藤　優一 ４年 プラタナスの木

仰木中学校 教諭　筈井　詢 ３年 数学科 円

南郷中学校 教諭　谷口　和貴 ３年 美術科 アートの見方

瀬田北中学校 教諭　堀内　祐子 ３年 社会科 日本列島の誕生と大陸との交流

令和２年度研修講座　受講者公開授業一覧

２年次

初任者

３年次

　　＜ステージ研修　公開授業＞

算数科

国語科

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1577426655/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9vaG5vc2FraWtvLmJsb2dzcG90LmNvbS8yMDE5LzA4L2Jsb2ctcG9zdF81NDAuaHRtbA--/RS=%5eADBSqcDMxKcuF8xE69fxVS4pwPk3zw-;_ylt=A2RCL6JeTQReoXcAHBeU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1577426386/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDEzLzA1L2Jsb2ctcG9zdF81NzQwLmh0bWw-/RS=%5eADB0BHgAY_DF2LjNfOno1LShLVfPPE-;_ylt=A2RCCzRSTARecQ8AcyCU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1579311548/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdDEwMy5odG1s/RS=%5eADBc3uHivPn0QgBzKRjdPYhS4EtYVk-;_ylt=A2RCL688ECFe3TUAdyKU3uV7


 

 

 

 

「これからの時代に求められる資質・能力と学校段階における接続を探る」 
～ 知的好奇心の発芽を探究心へ ～ 

 

今年度は、知的好奇心の発芽を探究心へ醸成させていくために、幼小中、どの学校段階でも大切にして

いくべき接続の視点として、昨年度見いだした「じっくり」「たっぷり」「ほっこり」を意識した教育実践から  

学び合いました。 

コロナ禍で年間３回というミニマムな開催になりましたが、研究会を行うたびに、幼児と児童、生徒の交流

だけではなく、教職員同士がお互いの教育について語り合い、理解を深めていく事が接続にとって大変 

重要であると分かりました。日々の取り組みの中で視点を共有し、一貫性、連続性のある教育を行うこと

で、滑らかな接続と教育の質の向上をめざしていきましょう。 

３月末には今年度のまとめをリーフレットとして配布いたします。是非、ご活用ください。 

 

学校園教育  研究委員会  

 

令和２年度 大津市教育センター研究員によるテーマに基づく研究 

 

主体的に課題を発見し，他者と協働して課題を解決する力を育成する授業改善の研究Ⅱ 

―中学校外国語科への円滑な接続を進める小学校外国語科の在り方について― 

大津市教育センター   研究員 平山 美穂 

 

予測困難なこれからの社会で必要とされる「主体的に課題を発見し，他者と協働して課題を解決する力」を

育成するため，小学校外国語科を窓口とし，「主体的・対話的で深い学び」を授業改善の視点とした実践研究

を行いました。①必然性，②自ら探求，③意見交流という３つのポイント及び系統性に留意して，それぞれの

工夫を行うと効果的でした。 

 

「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善のポイント 

１．「Greeting」  既習表現を活用する帯活動の工夫 

２．「Thinking」  自らめあてを見つける導入の工夫 

３．「Activity」  活発なやり取りを促す言語活動の工夫 

４．「Writing」   気付きを促す文字学習の工夫 

５．「Reflection」気付きを促す振り返りの工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達の段階や次の学年への接続に配慮した授業による積み重ね 

①必然性 

②自ら探求 ③意見交流 

＜主体的な学び＞興味・関心をもって推測しながら考え，気付いたり見通したりできる力 

＜対話的な学び＞他者を尊重して進んで外国語で表現し，考えを広げたり深めたりできる力 

＜深い学び＞    これまでの学習等で習得した力を活用し，目的・場面・状況に応じた外国語で表現できる力 

高まる力 

主体的に課題を発見し，他者と協働して課題を解決する力の育成 


